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庵治石:その利用の歴史と地質的背景

石原舜三ユ)

1.庵治石とは

あじ

庵治石は屋島の東方,香川県木田郡庵治町付近に産出

こ宙

する,日本を代表する高級石材であり,きめ細かた細粒

花嵩岩である.硬く変質Lていたいため磨くほどに良い

艶が出て,年代がたっても変色せず,その上この石の最

大の特色であるr斑が浮く｣と言う現象があらわれる

(写真8参照).これは黒雲母と石英の不均一分布による

ために生じるまだら模様がみられることである.

庵治石は,細粒でありかつ鉱物の並びに方向性をほと

んど持たたいために,細かな小さい部分にわたる彫刻が

しやすい･また,文章を書いても見やすくよく映る.そ

のために高級墓石として特に珍重され,燈籠,仏像や近

代彫刻の材料としても重宝される.ここでは庵治石の利

用の歴史,丁場と採掘状況,地質的背景たどについて記

し,この高級みかけの紹介をしてみたい.

2.利用の歴史

讃岐地方で最も早くから生活に利用された石材は,良

い音が出る安山岩,サヌカイトである.これは斧や矢じ

りとLて発掘されており,その利用は石器時代にさかの

ぼる.

花崩岩の本格的た利用は,恐らく大型築城が始った織

田信長一豊臣秀吉時代(1573-1603年)であり,大阪城

(1583年以降)の築城に庵治石が用いられた形跡がある.

同じころ高松城も構築され,庵治石が本格的に用いられ

た･この大石を大量に使った域造りの背景には鉄砲の普

及,さらには採石時に発破の利用が可能となったことた

どが考えられる.

高松城は1588-1590年に花嵩岩やサヌカイトだとの

付近の岩石を集めて構築された.花開岩は庵治石のほ

か,荒目も多く,濠の石垣の隅や水ぎわ近くに主に用い

られている･加工程度は自然石が多いが,隅などの重要

た所には加工がほどこされている｡内部の石壁や楼門の

写真1

庵治石の丁場.採石場の椿に密集した所は大丁場と呼ばれる.西方の屋島から女

体山(260m)をみたもの.右上方の奇岩は五剣山(366m)で,キャップロックだ

った瀬戸内火山岩類が僅かに残存するため奇観を呈する.
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礎石などには庵治石が多く用いられている.これらは

比較的でいねいに切り込まれているが,後の寛文の頃

(1670年前後)の大修築時の用材のようである(岩田,1979).

その他の大口用途としては溜め池,塩田,石垣たどが

あった.一般庶民への建墓の習慣は世の中が落着いた江

戸時代(1603-1867年)の初期以降(1640年～)である.

庵治石を用いた“製品第一号"は1643年5月に松平頼重

が屋島壇の浦に建立した佐藤次信の墓碑であろうと思わ

れており,額縁を深く彫った庵治石の中央に小さく文字

第1表代表的国内産墓石材の価格(日本石材工

業新聞1236号1990年10月25日による)

品目(産出県)

大きさ一切当り(円)

庵治石(細目超特～並)

同上(中目)

本御影(最上)

岡崎石(牛岩青石特級)

大島石(特等)

同上(細目)

さい

(香川)5切未満

(同上)同上

(兵庫)1～4切未満

(愛知)

(愛媛)

(同上)

浮金石*(特級)黒みかげ(福島)

本小松**(超特級)(神奈川)角材

120,000～45.000

30,000～25.000

120,000～65,000

��〰

㌰�〰

㈵�〰

㈴�〰

㌶�〰

*福島県黒石山の角閃石斑れい岩

**神奈川県東海道線真鶴駅北方の安山岩

を刻んでいる(岩田,前出)･

1814年,屋島東照権現の造営が始められ,和泉の国か

ら石工,和泉氏と太田氏らが招かれ,藩の御用石丁場か

くず

ら採石･搬出･加工･建設を指導した.彼等は久通丸山

に永住して新しい道具･工法の導入を図り,石材産地と

しての庵治を確立した.太田家は現在丸山に20戸,庵治

の久通に5-6戸,牟礼の久通に20戸余り,合計60戸に

近く,和泉家は主として牟礼久通に20月ほどあり,その

ほとんどが現在も石材業に従事している.

明治から大正,昭和にかけて庵治石の生産は時六の経

済状態に左右された.当時加工品では燈籠や石仏の注文

が墓石より多かった.第二次大戦中は土木工事用の捨石

の方が需要が多かったりした.帆船の石船は江戸時代か

ら用いられたが,機帆船と狂ったのは昭和初期である.

山道に猫車があらわれたのは明治時代の終りからであ

り,麓では大八車や特殊た牛車が用いられた.

従来の石造物の他に石具,ルｰラｰだと石材の新しい

利用面が開拓されたのは戦後(1947年)である.切断機

研磨機だとの導入による機械化は1953年に始まり,1955

年以降はr神武景気｣にのって庵治石の業界も大きく躍

進をした･機械研磨の普及により,磨くほど美しくなる

こまめ

庵治石,特に｢細目｣の名声が不動のものとなった.こ･

の評価によって,1960-70年代は需要が日毎に増大Lた

が,原材供給が問に合わず,瀬戸内海や外国からの“外

材"依存率が急激に上昇した.外国産原石の輸入には,

他業界と同様に円高が大きく寄与している.

3.庵治石の丁場と生産量

第1図庵治石の丁場､女体山付近の庵治町,牟礼町境界域に

密集している.写真1はそこを西方の屋島11から見たも

の(国土地理院1/25,000地形図五剣山と高松北都より)

庵治石の採石場は丁場と呼ばれ,古来,屋島の対岸の

木田郡庵治町とその南側,牟礼町との町境におかれてい

る(第1図).この地域一帯は屋島と同様に瀬戸内火山岩

類のサヌカイト溶岩で覆われており,メサ地形を持って
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いたものと思われるが,現在では五剣山(366m)に奇妙

な形と共に残存するにすぎたい.庵治石の丁場はその西

側一帯に広く設けられており,密集箇所は大丁場と呼ば

れる(写真1).

庵治石の丁場は約60ケ所あり,それぞれ独立した事業

所により採石され,独自ルｰトで加工業者に原石を販売

している.各事業所の平均的た構成は従業員2-3人,

コソボ1台,トラック2台程度である(大久保1990,私信)･

事業所数は近年減少の一途をたどっているが,その原因

は鉱量(特に極上もの)の枯渇にある.したがってその価

格も高い(第1表).

庵治石の供給難と共に“輸入原石"の割合は年々増加

し,現在では80劣以上が瀬戸内海の小島で採掘される

r島石｣(大島,青木島,北木島)および外国産の原石から

供給される.加工業者数は300杜以上に達するが,その

多くは次のように零細企業である(大久保,前出).

従業員数30名以上:7社

20-29名:11社

10-19名:40社

10名以下1250杜

庵治産地全体の年商は約212億円,総出荷量約70万ト

ン,加工業の比率が圧倒的に高い.

また伝統的た燈籠･仏像だとの彫りもののほか,新し

くず

い彫刻活動も盛んで,1965年頃より久通出身の日展彫刻

家三枝惣太郎を中心に,牟礼町の｢石の山田｣を活動場

として若い彫刻家がグルｰブ｢コッパ｣を作って活動し

ている.1988年5月には石彫コンクｰルを主体とする第

1回･｢石のさとフェスティバル｣が1月に亘って開かれ

た(写真2～9).第2回は今年で,5月1日一6月30目

に庵治町で開かれる.その作品は庵治町丸山のストンミ

ュｰジアム(4月27日オｰブ1■)や東京のストンギャラリ

ｰ原宿で展示される.

4.香川県東部の花嵩岩類

庵治石が産出する香川県東部の構成岩類は領家変成岩

類,これに貫入する白亜紀後期花嵩岩類,これらを覆う

同時期の和泉砂岩層,さらに花嵩岩類上に点在するサヌ

カイトを含む瀬戸内火山岩類と若干の中新世堆積物,洪

積統,沖積統からたる･すたわちこの地域では,ジュラ

紀(1.35-2,05億年前)以前の領家変成岩類に白亜紀後期

の0.8-0.9億年前の頃,花開岩質マグマが避入L,地下

写真2佐光庸行潮風の積層.白みかげ180×90×190c皿

写真3エニオイオソミ(アルゼンチン)Spatia1

constructure.庵治石と黒みかげ280×110×310cm

地質ニュｰス44ユ号�
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写真8高橋清波のイメｰジ｡白みかげ300×220×230cm

高

松

餐.葦

十一

庵治

写真9全国光古にはひとつ,これからもひとつ･

岩.380x135×280cm

口沖積統

竃洪積統

血中新統

1メ獅目和泉層群

悩榊刈浦､咋澗､'

1キ帖志…､批織,晴

篶1影ダ

十11長尾町製μキ勢､■1

���

㌧

白鳥花商岩

区ヨ岩型I

口岩型11

韓国万成

Eヨ庵治花陶岩

志度花開岩

黒ξ引蝶篶㍗ζ

□岩型･國閃緑岩

国岩型･回はんれい岩

Eコ領家変成岩類

慶嚢変成流紋岩質凝灰岩

十

一十十{

十十坪

十十十十一

■･.二杵十十_一&

三本松煙

』1■白鳥本町

紳

残繁議鍵

㌔弟ツ村杵言㌣簑峯鮮声簑一111'液柿

十十十十十十十衝峨買夷十､十十十十十十

十十十十‡^㌻十十十十

十十

第2図香川県東部の地質図(沓掛ほか,1979)
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･石英◎庵治花闇岩

囚閃雲花開閃緑岩

蟻片状閃雲トナル岩

北部では走向N60-9ぴE,傾斜30-6ぴNである.次に

述べる庵治花開岩はこの構造が乱れ,くさび状と放った

所に貫入している.

5.庵治花開岩

､

一一一一一一一十一一

､

鐘･口8｡･1

回◎1

♂囚､

斜鍵

長

石

カ

リ

長

石

第3図志度花嵩岩類,庵治花嵩岩のモｰド組成(沓掛ほか,

���

で花崩岩として固結すると同時に地表に一火山として噴火

した.南方には中央構造線が走っており,その北側のこ

の火山一花開岩ブロックは形成直後から著しい地殻上昇

を伴った.地震活動なども非常に活発であったと思われ

る.浸食された火山岩･花嵐岩は南方,西方に流出し,

和泉砂岩層を形成した･その後両者共に隆起するが,第

三紀中新世の1500万年前の頃,花嵐岩の一部に瀬戸内火

山岩類が噴出した.この小競模た火山活動の後は一方的

に浸食され続けている.

花開岩類は一般に少量の磁鉄鉱を含む磁鉄鉱系と,含

まだいチタン鉄鉱系に分けられるが,香川県東都の岩石

は全て後者に属する.これらは南部に分布する白鳥花嵩

岩類,北部の志度花嵩岩類,最北部の庵治花嵩岩に3大

別しうる(第2図).白鳥花嵩岩類は粗粒の閃雲花歯肉緑

岩が主体であるが,組織や岩質の相違によって7岩型に

分類されている(沓揖ほか,1979)･いずれも片状構造を持

たない塊状の花嵩岩類である.

一方,北部の志度花陶岩類は一般に片状構造で特徴づ

けられ,次の3岩型に大別される(第2図).

(i〕中粒一粗粒閃雲花嗣閃緑岩:全域に広く分布す

る.

(ii〕カリ長石の巨晶を持つ斑状黒雲母花崩岩:庵治半

島北東部に点在し,ほ〕と漸移する可能性がある･

固粗粒片状閃雲トナル岩:庵治半島竜王山付近に分

布する.liはりも明らかに石英とカリ長石に乏しい

(第3図)･

志度花嵐岩類の片状構造は弱くて測定不能のこともあ

るが,岩体西部ではN-S～N15.W,東部ではN15.W～

N30.Wの走向を有し,20-6ぴW傾斜である･庵治半島

1991年5月号

庵治花嵩岩は女体山西麓の大丁場から屋島にかけて西

北西に伸長する主岩体と庵治半島北端の小岩体としてみ

られる(第2図).共に周囲の構造を切って貫入してお

り,花崩岩活動最末期のストック状岩体である･庵治花

嵩岩も微弱ではあるが方向性を示し,庵治町丸山の田淵

石材の丁場ではN-S～N40.W,6ぴNの流理構造が認

められる.

庵治花崩岩は基本的に黒雲母花嵩岩であり,角閃石や

白雲母を含まない.モｰド分析上は斜長石とカリ長石が

ほぼ1:1のモソゾ花嵩岩に属する(第3図).色指数は苦

鉄鉱物総量(容量%)であるが,4～11である､同指数が

2～5の岐阜県の姫川みかげや3～8の岡崎みかげより

も色が黒い.なお岡崎石は白雲母を含む武節花嵩岩と呼

ばれる岩体から得られている･庵治花開岩に相当する中

部地方領家帯の岩石は門島花嵩岩である.武節,門島,

庵治の3者は同じ･ような成因的背景を持ち,親戚関係に

あると考えてよい.

こまめふ

庵治花開岩の細目に表われる斑(写真10)に対して,岩

田(1979)は実に見事な描写をしている.すなわち｢細

目は小さな黒雲母の数が多く,磨げば青黒い細かた紺が

ふ

すりのようになる.その上,最大の特長の｢斑が浮く｣

と言う現象がある.これは指先で押えて,湿り気,うる

おいを与えたようだ,まだら模様のあることで,石の全

面が二重のかすり模様を見せる｣(p･1O)･斑は黒い斑点

にみえるが,よくみると黒雲母だげでたく透明な石英に

も富んだ部分である.したがって斑は沈んでみえる｡こ

の様な黒雲母,石英の不均一分布は,よく観察すると中

目の庵治石(写真11)にもみられるのであるが,こたれて

より均質化しているので細目よりもわかりにくい･

斑の出来る原因としては,li〕マグマが発生した時の不

均性:たとえばFe,Mgに富む珪質堆積岩の残片だと,

あるいは㈹マグマが固結する時の最終段階での不均一

性,の2通りが考えられるが,庵治花騎岩は大陸地殻物

が関与して生じたものであるから,li〕の可能性が高い･

そして領家変成岩類のノレｰフの近くで生成したものと思

われる.

庵治花嵩岩はシリカの高い(72%土)割合にはK20は

少たく(2.7-3.3%),Rb/sr比も低く(o･17),マグマの

分化が進んでいたいことを示す.この化学的性質は上述

の考察を支持するものである.たお蛭川みかけは平均�
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写真11庵治石:中目(等倍).

第2表庵治花闇岩の化学分析値

(ユ)細目(2)庵治花嵩岩
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報告なし

同上

同上

巳ま竜

ユ)細目72T0329庵治町丸山田渕石材採石場(1972年

採集)

2)庵治花開岩TK77091801沓掛ほか(1979)より引用

Rb/sr=31(336ppmRb,n=3),我が国で最も分化が進ん

でいるチタン鉄鉱系花嵩岩であり,岡崎石(Rb/Sr=o･65,

ユ41pPエ･Rb,n=4,Ishiharaほか,1977)は中程度である.

庵治の丁場では昔から｢南北のかさね傷｣｢東西に二

番傷｣と言われて,最も割れ易い方向が南北,次ぎが東

西であることが知られており,鉄棒とハンマｰの手掘り

時代には特に活用された･いずれも花嵩岩質マグマ固結

時のマグマの容積変化に伴って生ずる割目,すなわち節

理と思われる.かさね傷に沿って輝水鉛鉱だとの徴量の

硫化物が鉱染することがあるが,庵治花嵩岩の硫黄は40

PPmと極めて少量で(第2表),そのマグマは本来硫黄に

乏しかったものと思われる.

謝辞:取材に協力していただいた㈱大久保エンタｰプ

ライズ,大久保一彦氏,㈱石の唐山田に感謝したい･
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